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障害者の可能性を切り拓く 
－アール・ブリュットの取り組みから－ 

社会福祉法人グロー(GLOW)～生きることが光になる～ 
法人本部企画事業部  田端 一恵 





 「にっき」（部分） 



戸來 貴規さん  



アール・ブリュット・コレクション（スイス） 
「ＪＡＰＯＮ」での展示 



 



アール・ブリュット（Art  Brut) とは 

• 日本語に直訳すると「生の（加工されていな
い）芸術」と言う意味。 

• 既存の文化や流行などに影響されずに自身の内
側から湧き上がる衝動のままに表現した作品を
さす言葉。 

• フランス人画家のジャン・デュビュッフェ
（1901－1985）が、このような芸術を「アー

ル・ブリュット」と呼び、その概念を提唱する
とともに欧州の作品を中心に蒐集した。 



ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ 

近江八幡市の重要伝統的建造物群保存地区にある町屋を活用 

障害の有無を超えて、人が持つ「表現をすることの普
遍的な力」を感じていただく場を目指している。 

「ボーダレス・アート」という展示コンセプトと、アール・
ブリュットを主軸としているのが特徴。 NO-MA正面玄関 

１階展示室 「踊る細胞」 
    展示風景 （平成25年） 

２階展示室  
「ｽｰﾊﾟｰ･ﾜｰﾙﾄﾞ・ｵﾝ･ﾍﾟｰﾊﾟｰ」 
     展示風景（平成25年） 



日本のアール・ブリュットをめぐる 
いろいろについて 

✣アール・ブリュットという呼称 

 

✣今年度から国の事業もスタート 

 

✣作品が世に出るにつれ… 

 

✣海外から見た日本のアール・ブリュット 

 

✣障害者の可能性を切り拓くというタイトル 


